
遍
へ ん

 照
じょう

 寺
じ

 の 半
は ん

 鐘
しょう

竜頭
りゅうず

笠
かさ

上帯
じょうたい

乳
ちち、にゅう

乳
ちち

の間
ま

池
いけ

の間
ま

中帯
ちゅうたい

撞座
つき ざ

下帯
かた い

駒
こま

の爪
つめ

袈裟
け さ

襷
だすき

半鐘の部分名称

遍照寺の歴史 

川崎区中島に所在する天台宗の寺院です。山号を光明山
こうみょうざん

といいます。江

戸時代に編纂
へんさん

された地誌である『新
しん

編
ぺん

武
む

蔵
さし

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』によると、寛永１９

（１６４２）年に天海
てんかい

僧
そう

正
じょう

によって与えられた書物を所有していることが

記されています。また、寺の墓誌には、慶安２（１６４９）年に遷化した

法印髙海によって開山されたと記されています。 

川崎大空襲によって多くの寺宝を焼失しましたが、当時の住職が本尊で

ある阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

を井戸へ避難させたことで今日も現存し、地域の人々

に篤く信仰されています。 

半鐘とは 

半鐘とは、銅に錫や亜鉛を加えて鋳造した小型の釣鐘で、大きい梵鐘
ぼんしょう

よ

りも小さいことからその名がつけられています。仏教の伝来とともに飛鳥

時代から存在したといわれ、江戸時代に最も多く製作されましたが、その

多くが第二次世界大戦時に供出されて鋳潰
いつ ぶ

され、戦前からある鐘は少なく

なってしまいました。 

遍照寺の半鐘は、江戸神田の鋳物師である小沼播磨守
こぬまはりまのかみ

によって製作され、

正徳元（１７１１）年１２月に講中（檀家などの集り）から寄進されまし

た。平成２～１３年度にかけて実施された市内の寺社に伝わる工芸品の調

査によると、戦前から残っている半鐘は６点ありますが、新たに発見され

た遍照寺の半鐘が最も古い年代に製作されたものとなります。 

高さ 約６４ｃｍ、最大径 約３７ｃｍ、重量 約３０ｋｇ 
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写真１ 

発見された半鐘の

表面に刻まれた銘文

は、一部が人為的に

削り取られていまし

た。しかし、強い光を

当てながら肉眼で観

察したところ、断片

的ですが、当初の文

字を確認することが

できました。

写真２ 

そこで、削られた

部分を撮影し、写真

を画像編集ソフトウ

ェアで編集して陰影

を強調させました。 

その結果、元々刻

まれていた線が浮か

び上がり、文字を読

み取ることができま

した。

写真３ 

全ての文字を完璧

に読み取ることはで

きませんでしたが、

断片的な情報を元に

調査した結果、正徳

元年に義珍という住

職がいた記録が見つ

かったことで、この

半鐘が遍照寺のもの

であることがわかり

ました。

読み取ることができた半鐘の銘文 
□□□・・・判読ができない文章 □□□・・・判読ができない文字（□で１文字）


